
NiigataDent.J.33(2):61-68,2003

-原著-
セルフ･エステイームと矯正治療との関係

笠 井 美香子,星 隆 夫,中 村 順 一,

森 田 修 一,花 田 晃 治

新潟大学大学院医歯学総合研究科校合制御学分野

TheassociationofSelf-EsteemandOrthodontictreatment

227

KasaiMikako,HosiTakao,NakamuraJunichi,MoritaSyuuichi,HanadaKouji

NiigataUniversityGraduateSchoolofMedicaland

DentalSciencesDivisionoFOT･thodontics

平成15年11月14日受付 11月14日受理

Keywords:セルフ･エスティ-ム 歯科矯正治療 学校不適応感

Abstract:Themajorityoforthodonticpatientsarestudents.Therefore,theadaptationtotreatmentisan

importantissue.WeinvestigatedifSelf-Esteem (SE),whichisanindexadaptabilitytoschool,couldbeauseful

indexofadaptabilitytotheedgewiseappliance.Wealsoexaminedmaladjustmenttoschool.

(1)The30itemsofgeneralSE,bodyimageSEandsocialfleldSE (Pope,1988)fromtheScalesofSelf-esteem

inFiveFieldsforChildren;(2)the15itemsofScalesofMaladjustmenttoSchool(Togasakietal1997);and(3)the

17itemsofScalesofMaladjustmenttoTreatmentwereadministeredtoschoolchildrenattendingdentalclinics.

Questionnaires(1)and(2)wereadministeredbeforebondingbracketsandQuestionnaires(2)and(3),2-3months

afterbondingbrackets.Weanalyzedthedatafrom18patientswhorespondedwithouterrorsanddatafrom 14

friendsofthosepatients.

PatientswithhighgeneralSEandbodyimageSEscoreswerelessadJ'ustedtotreatmentthanthosewithlow

SEscoresandpatientswithlow socialBeldSEscoreswerelessadjustedthanthosewithhigh social五eldSE

scores;suggestingsocialfieldSEisanappropriateindexofadaptabilitytotreatment.Inpatientsleastadjustedto

treatment,startingtherapydidnotincreaseschooladjustmentHow.ever,schooladjustmentincreasedinpatients

whowerehighlyadjustedtotreatment.Majorreasonsfornotadjustingtoedgewiseapplianceweredevice

relatednuisancesandtoothbrushもngproblems,butnotappearanceproblems.

抄録 :矯正歯科治療の対象は児童生徒が主体であり,患者が矯正治療に適応してくれるかどうかが重要となる｡学校

教育において児童生徒の学校適応状態の指標のひとつとして用いられているセルフ ･エステイーム (以下SEとする)

が矯正治療への適応状態の指標として役立つかどうかその関係について調査した｡また併せて普段の生活での適応状

況として学校不適応感の調査も行った｡

①sEの測定のための ｢子 ども用 5領域 自尊心尺度に含まれる全般的なSE･身体イメージのSE･社会領域のSE

(pope)の30項目と②学校不適応感尺度 (戸ケ崎他)15項目,③矯正不適応感尺度17項目を用い,矯正装置装着前に

①②,装置装着後2-3か月後に②③を,矯正歯科診療室を受診している小～高校生の患者に回答してもらい分析し

た｡記入もれやミスのない患者18名,患者の友人14名を分析対象とした｡

全般的,身体イメージのSEでは,SE高群が低群より矯正不適応感を強く感じていた｡SE社会領域ではSE低群が高

群より矯正不適応感を強 く感じていた｡矯正治療に対する適応の指標としては社会領域が適している棟であった｡矯

正不適応感の強い群は,治療開始前後の学校不適応感に変化はなく,さらに矯正不適応感の弱い群では,学校不適応

感は減少したO矯正不適応感の強い人は,学校への不適応感も高く感じていたO矯正治療を開始することで,今回対

象とした患者には学校不適応感を増強させることはなかった｡矯正不適応感の項目の中では,装置装着による外見の

変化より,装置そのものによる煩わしさ,歯磨きの面倒さを強く感じていたo
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I.緒言

矯正治療に際しては顎間ゴムや顎外固定装置の使用な

ど患者の協力を必要とすることがほとんどであり,協力

の度合いにより治療期間や治療結果が変化する｡ 成人の

患者さんは自らの意志で治療を希望され来院する場合が

ほとんどであり比較的協力は得やすい｡しかし,児童生

徒の場合には親の意志による場合も多く,患者本人が治

療に好して強い希望を有していない場合もある｡ 矯正治

療に対する協力が得られるか否か,すなわち患者が矯正

治療に適応してくれるかどうかについては,患者の治療

に対す る理解度,歯並びをなおしてきれいにしたいと思

う気持ちの強さ等に影響されていると思われるが,患者

個人個人のパーソナリティーも当然影響していると考え

られる｡ しかしながら,現在のところ術前にこれらを判

断する方法は,術者の経験以外のものを我々は持ち合わ

せていない｡

児童生徒の学校適応状態に関連する指標のひとつとし

てセルフ ･エステイーム (self-esteem)が取り上げられ

ている｡セルフ･エステイーム (以下SEとする)とは

心理学用語であり,遠藤ら1)は,｢SEとは,人が持って

いる自尊心 (self-respect),自己受容 (self-acceptance)

などを含め,自分自身についての感じ方をさしているO

自己概念とむすびついている自己の価値と能力の感覚一

感情-である｣と定義している｡Popeら2)は,｢SEは,

自己概念に含まれる情報の評価であると考え,知覚され

た自己 (自己概念と同じ)と理想の自己 (自分がそうあ

りたいと思っているイメージ,ある性質を身につけたい

と思う誠実な希望)がうまく一致している時,セルフ ･

エステイームは肯定的になる｣と述べているo一般的に

SEは,｢自分のことを尊敬してあげること,認めること｣
といった意味をもち,｢自分についてどう感じるか｣と

いうことであり,可能性のあるもの,目的と使命をもっ

たものとして感じる状態を ｢高いSE｣と言い,自分は

誰からも愛されていない,何をやってもうまくいかない

と感じる状態を ｢低いSE｣と言う｡

SEの高い児童は学級 ･学校への適応がよく3),また

sEが低い者はス トレス反応が多いとの報告がなざれ,

SEはストレス反応を予測する重要な要因であるとされ

ている4)｡この点に着日LSEが矯正治療への適応状態の

指標として役立つかどうかについて,その関係を調査す

ることとした｡また併せて普段の生活における適応状況

として学校不適応感の調査を行った｡

本研究の目的は,SEが矯正治療への適応状態と関連

があるか,矯正治療を開始することで学校適応状態に影

響を及ぼすかを明らかにすることである｡

Ⅱ.研究方法

1.研究対象

新潟大学歯学部附属病院矯正歯科診療室を受診し,矯

正治療を開始する小学生から高校生を対象とした｡｢学

校不適応感｣を調査する上で年齢や性別,学校行事など
に左右されず,できるだけ同じ条件下で調査を行うため,

対照群として患者と同じ学校の友人を用いた｡

アンケー トを実施し,記入漏れやミスのない患者群18

名 (男子7名,女子11名 ;平均年齢13.4歳,9-16歳)

と対照群14名 (男子 4名,女子10名 ;平均年齢13.7歳,

ll-16歳)を分析対象とした｡

図1,2に対象年齢分布を示す｡ 患者群は9歳から13

歳未満に男子3名,女子6名の9名,13歳から16歳未満

に男子 3名,女子5名の8名,16歳以上が男子 1名であ

った｡対照群は9歳から13歳未満に男子 1名,女子4名

の5名と,13歳から16歳未満に男子 2名,女子 6名の8

名,16歳以上が男子 1名であった｡
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図1 患者群の年齢別人数

9歳以上13歳未満 13歳以上16歳末清 16歳以上

図2 対照群の年齢別人数

2.用いたアンケー ト

①SE測定のための尺度としてPopeら2'は,｢子ども用5

領域自尊心尺度｣を提唱している｡子どものSEの構成

因子として次の5つの領域を考えることが有益である

とし,それぞれの領域ごとに質問項目を設定している｡
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a.社会領域 ;友人としての他者が自分をどのように

みているかを自分で考えること

b.学業領域 ;生徒としての自分を評価すること

C.家族でのSE;家族の一員としての自分について
の感情を表している

d.身体イメージ;外見と運動能力の組み合わせであ

る｡ 典型的には,女子は見ばえに,男子は運動能力

に関心をもつ ｡

e.全般的なSE;自己についての全体にわたる評価
であって,a.からd.の自己のすべてについて子ど

もが行う評価に基づいている｡

今回の研究では,対象に小学生を含むことから,質問

項目が多くなり過ぎないように,a.社会領域,d.身

体イメージ,e.全般的なSEの3つの領域 ･30項目を
用いた.

②学校不適応感尺度 (戸ケ崎ら5))15項目

③著者らが作成した矯正不適応感尺度17項目

3.アンケート採取時期

矯正装置装着前に①②,装置装着後2-3か月後に②

③を,矯正歯科診療室を受診している患者群と,対照群

に回答してもらった｡ただし対照群の2回目のアンケー

トは学校不適応感のみとした｡

4.分析方法

SEの各領域尺度は,｢ほとんどそうは思わない｣｢時
にはそう思う｣｢いつもそう思う｣の3選択肢から回答
した結果に対して,0から2点の配点を行い,その合計

点数が高くなるほどSEが高いとされる｡学校不適応感
尺度と矯正不適応感尺度は,｢ぜんぜんあてはまらない｣

｢あまりあてはまらない｣｢少しあてはまる｣｢良くあて
はまる｣の4選択肢から回答した結果に対して,0から

3点の配点を行い,その合計点数が高くなるほど不適応

感が強いことになる｡それぞれ比較しやすいように尺度

毎に標準得点 i(個人の得点-平均得点)÷標準偏鼠 を

求めた｡

SEの各領域尺度,矯正不適応感のそれぞれについて,
平均標準得点を基準に高群 ･低群の2群に分け,SEの
各領域と矯正不適応感との関係,矯正不適応感と学校不

適応感との関係,患者群と対照群のSE各領域と学校不
適応感の変化の比較を行った｡また,矯正不適応感の項

目別に分析を行った｡

Ⅲ.結果

1.SEの各領域と矯正不適応感との関係
SEの3領域別に平均標準得点を基準に患者群をSE高
群とSE低群に分け,両群の矯正不適応感に差があるか

検討 し た (図3)0
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全般的なSE 身体イメージ 社会領域

EISE高群(男5人､女5人) (男5人､女6人) 偶3人､女7人)

mSE低群(男2人､女6人) (男2人､女5人) (男4人､女4人)

図3 SEの各領域と矯正不適応感との関係

1)全般的なSE
SE高群は,男5人,女5人,平均年齢13.1歳であり,
SE低群は,男2人,女6人,平均年齢13.7歳であった｡
SE高群での矯正不適応感の平均標準得点は0.25,低群
では-0.31であり,SE高群がSE低群より矯正不適応感
を強く感じていた｡

2)身体イメージ

SE高群は,男5人,女6人,平均年齢13.0歳であり,
SE低群は,男2人,女5人,平均年齢13.9歳であった｡
SE高群の矯正不適応感の平均標準得点は0.21,SE偲
群は-0.33であり,全般的なSEと同様にSE高群がSE低
群より矯正不適応感を強く感じていた｡

3)社会領域

SE高群は,男3人,女7人,平均年齢12.9歳であり,
SE低群は,男4人,女4人,平均年齢13.9歳であった｡
SE高群の矯正不適応感の平均標準得点は-0.44,SE
低群では0.55であり,前述の2領域とは逆にSE低群が
SE高群より矯正不適応感を強く感じており,その差は
より顕著であった｡

2.矯正不適応感と学校不適応感との関係

矯正不適応感の平均標準得点を基準に患者群を高群と

低群に分け,学校不適応感に差があるか検討した｡学校

不適応感は矯正装置装着前後の2回アンケートを行い,

その変化も検討した (図4)｡

矯正不適応感高群は,男3人,女6人,平均年齢13.6

歳であった｡学校不適応感は,装置装着前後とも0.24で

変わらなかった｡

矯正不適応感低群は,男4人,女5人,平均年齢13.1
歳であった｡学校不適応感は,装置装着前で-0.03と矯

正不適応感高群より低値で,装置装着後は-0.46とさら

に減少した｡

3.矯正不適応感の項目別標準得点 (図5)
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+ 清正不適応慈高群(勇3

人 女6人)

+ 矯正不適応感佐群(男4
人.女5人)

矯正装置装着前 矯正装置芸着後

図4 矯正不適応感と学校不適応感との関係

①他の人から,歯並びの治療を受けていることについて何か言

われるのはいやです

②笑った時.装置が見えるのはみっともないと思います

⑨装置をつけてから他の人が自分を見ているようで気になりま

す

④食べ物は今まで通りかむことができます

⑤装置をつけてから,ものがかみにくくなりました

⑥装置をつけてからしゃべりづらくなりました

⑦歌を歌うとき前と違う感じがします

⑧他の人から話し方や発音がききとリにくくなったと言われた

ことがあります

⑨装置をつけてから別の人間になったような気がします

⑩いつも装置が気になり.物事に集中できません

⑰装置を舌で触っていることが時々あります

⑫装置にはもうなれました

⑯装置を入れてから歯が締め付けられるようでいやです

⑭歯磨きが大変で面倒くさいです

⑮いつまで装置をつけていなければならないのか心配です

⑯学校を休んで治輝に通うのはとても大変です

⑰装置を入れてからロの中が傷つきやすくていやです

図5 矯正不適応感の項目別標準得点

矯正不適応感の項目の中で最も標準得点の高かった項

目は,対象18名中ユ6名が ｢すこしあてはまる｣｢よくあ
てはまる｣と答えた ｢装置を舌で触っていやことが時々

ある｣の項目で標準得点は2.59であった｡次は,11名が

答えた ｢歯磨きが大変で面倒くさい｣の項目で標準得点
は1.8であり,3番目は10名が答えた ｢装置を入れてか

ら口の中が傷つきやすくていやだ｣の項目で標準得点は

1.13であった｡

一方,矯正不適応感の項目で標準得点の低かった項目

は,｢装置をつけてから他の人が自分を見ているようで

気になる｣の項目で標準得点は-1.0,｢他の人から話し
方や発音が聞きとりにくくなったと言われたことがあ

る｣の項目で標準得点は-1.0,｢装置をつけてから別の

人間になったような気がする｣の項 目で標準得点は-

0.89の順であった0

4.患者群と対照群の学校不適応感の比較

患者群と対照群をそれぞれSEの各領域別に平均標準

得点を基準にSE高群とSE低群に分け,学校不適応感に

差はあるか,矯正装置装着前後で学枚不適応感に変化が

みられるかどうかについて検討した (図6-ll)0

1)全般的なSE

①患者群 (図6)

SE高群は男 5人,女 5人,平均年齢13.1歳であり,

SE低群は男 2人,女6人,平均年齢13.7歳であった｡

学校不適応感の変化をみると,SE高群は装置装着前

で-0.39,装置装着後は-0.66と減少した｡SE低群は

装置装着前で0.13,装置装着後は0.03に減少した｡

②対照群 (図7)

SE高群は男4人,女7人,平均年齢13.5歳であり,

SE低群は男0人,女3人,平均年齢14.5歳であった｡

学校不適応感の変化をみると,SE高群は装置装着前

で0.3,装置装着後では0.18と減少した｡SE低群では

装置装着前で0.58,装置装着後は0.75と増加した｡

2)身体イメージ

①患者群 (図8)

SE高群は男6人,女 6人,平均年齢13.0歳であり,

SE低群は男1人,女 5人,平均年齢14.0歳であった｡

学校不適応感の変化は,SE高群は装置装着前で-0.27,

装置装着後は-0.57と減少した｡SE低群は装置装着前

で0.08,装置装着後も0.08と変化しなかった｡

②対照群 (図9)
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sE高群は男 4人,女 3人,平均年齢13.6歳であり,

sE低群は男 0人,女 7人,平均年齢13.7歳であった｡

学校不適応感は,SE高群の装置装着前で0.56,装置装

着後は0.06と減少 したo SE低群は装置装着前で0.16,

装置装着後は0,54と増加 した｡

3)社会領域

①患者群 (図10)

高群は男 3人,女 7人,平均年齢12.9歳であ り,低

群は男 4人,女 4人,平均年齢13.9歳であった｡学校
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図6 患者群における全般的なSEの高低と学校不適応感と

の関係
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不適応感は,SE高群では装置装着前で-0.44,装置装

着後は-0.66,SE低群は装置装着前で0.19,装置装着

後は0.03と減少した｡

②貯照群 (図11)

高群は男 3人,女 5人,平均年齢13.6歳であ り,低

群は男 1人,女 5人,平均年齢13.8歳であった｡学校

不適応感は,SE高群で装置装着前0.8,装置装着後は

0.57と減少した｡SE低群は装置装着前で-0.23,装置

装着後は-0.06と増加 した｡
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社会領域のSE低群以外は,患者群より対照群の方が,

学校不適応感を強く感じていた｡また,好照群は3領域

とも学校不適応感の変化は,高群で減少し,低群では強

まった｡一方,患者群においでは,学校不適応感の装置

装着前後における変化は,すべての領域のSE高群とSE

低群で増加は認めなかった｡

Ⅳ.考察

l.SEと学校不適応感

自尊感情 (セルフ･エスティ-ム,SE)は自分自身

の自己概念の評価により形成されるものであり,自己概

念とは ｢自分は～だ｣というように,好象化された自己

についてのある統一的なイメージである｡ 自尊感情は,

その自己概念についての ｢良い-悪い｣,｢好き-嫌い｣

といった評価の結果によって生じるものとされている｡

幼児期には両親がどのように養育しているのかによって

大きく影響をうける｡ 学童期に適した子供たちは主に学

級社会における教師や仲間との相互作用を通して,彼ら

の自己概念,自尊感情 (SE)を形成するとされている1)0

そのため,学校ストレスとSEの関係,学校適応とSEの

関係について研究がなされている｡川西4)は,SEが低

いほど経験されるストレッサ-の数は多くなり,自分を

責めたり,逃避 ･回避的な対処方法が多く用いられ,ス

トレス反応が多いと述べている｡ 岩上ら6)は,SEと学

校ス トレスの関係の研究で,SEは,｢友人関係ストレッ

サ-｣を強く感じている生徒が表出するストレス反応の
うち,主に｢不機嫌 ･怒り｣や｢抑うつ ･不安｣のような情

動反応に対して軽減効果をもつと述べている｡嶋田7)は,

強いストレス反応を表出している児童生徒は,主観的な

学校不適応感が高く,登校意欲が低い小中学生の心理的

ストレスは,さまざまな学校不適応行動と強い関連性が

あると述べている｡また,肯定的な自己概念やSEの高

さが学級 ･学校-の適応をもたらしている3'との報告も

ある｡ 今回行った調査においても対照群の社会領域の

SEでの装置装着前後と身体イメージのSEでの装置装着

前以外のすべての項目でSE高群の学校不適応感が小さ

く,過去の報告と同様の傾向を示した｡患者群と対照群

のSEと学校不適応感の変化を比敏すると,患者群では,

すべての領域のSE高群,低群とも学校不適応感は減少

していた0-万,対照群では,3領域ともSE高群で減

少していたが,低群では増加していた｡このことから,

矯正治療は特にSE低群において学校不適応感を軽減さ

せるような何らかの影響を与えており,矯正治療開始時

よりもSEが高まっている可能性も考えられる｡

2.SEと矯正不適応感の関係

子どものSEの変化を調べた研究では,小学 2,3年

生で最も高く,その後6年生までしだいに低下し,12歳

以降18歳にかけて徐々に増加するO 青年期中期から後期

にかけてのSEの発達は男女総合では学年があがっても

変化はなく,男女別では,男子は高校2年が最も高く,

大学 1年になると有意に低下する,女子は高校 1年が最

も高く,高校2年になると有意に低下し,大学 1年でも

高校 2年とほぼ同じであり安定している1'と述べられて

おり,大きな環境の変化がない限り急激には変化しない

とされている｡ またSEはス トレス反応を予潮する重要

な要因であり,SEが低い者はストレス反応が多いとの

報告4-がなされている｡これらのことから歯科口腔保健

の分野でもSEとデンタルヘルス行動の関係が調査され

ている馴OこれによるとSEは,12歳から15歳時での歯ブ

ラシ回数との間に正の相関が認められた｡さらにSEは

歯ブラシ指導の内容の喚起との間に相関が認められ,

SEがデンタルヘルス行動を予測する要因のひとつにな

りうることが示されている｡ しかし,矯正歯科に関連し

た学童 ･生徒の心理や心理的効果などについての報告で

は,患者の自己概念やSEの高低による違いについては

述べられていない｡矯正治療の対象となる患者の心理状

態により,モチベーションの仕方や患者協力の求め方を

変える必要があり,患者の心理状態について把揺するこ

とは,矯正治療をスムーズに進め,最適なゴールに到達

するために必要なことと考える｡ つまり心身ともに成長

発育変化の旺盛な小 ･中 ･高校生を主に治療対象とする

矯正歯科治療は,長期間に及ぶ矯正装置の装着が必要で

あり,口腔内清掃や顎間ゴム,顎外固定装置の使用など

矯正治療が患者に対するストレッサ-の1つとなり得る

と考えられる｡ さらに患者のSEが高いか低いかにより,

矯正治療が患者に与える心理的影響に違いがあると考え

られる｡そのため今回はSEの3領域と矯正不適応感の

関係について調査を行った｡その結果,全般的なSEと

身体イメージのSEでは,SE高群が低群より矯正不適応

感を強く感じていた｡この結果は,矯正治療をストレッ

サ一になり得るとすると,SEが低い者ほどス トレス反

応が多い4)との報告とは反対の結果となった｡一方,社

会領域のSEでは,SE低群がSE高群より矯正不適応感を

強く感じておりその差も他の二つの領域に比べ大きいも

のであった｡川西4)の報告では,SEを領域別に調査し

ているわけではなく,全体としてのSEの高低とストレ

ス反応との関係を述べている｡今回の結果から考えると,

社会領域のSEが低い者がストレス反応が多いことが考

えられる｡さらに社会領域は,友達としての他者が自分

をどのようにみているかを自分で考えること2)から,学

校で過ごす時間および友人と過ごす時間が一日の生活の

大部分を占めている年代において,対象の発達課題を考

慮し矯正治療をスムーズに進める上で,社会領域のSE

が重要と思われる｡
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3.矯正不適応感と学校不適応感の関係

矯正不適応感と学校不適応感の関係では,矯正不適応

感の強い群では学校不適応感の矯正装置装着前後での変

化は認めらなかったが,矯正不適応感の弱い群では,装

置装着前で強い群より学校不適応感は低 く,装置装着後

ではさらに減少していた｡このことから,廟正治療を開

始することは学校での適応状態に対しマイナスには作用

しないと言える｡ また,矯正不適応感の強い人は,学校

への不適応感も高 く感じていた｡｢学校不適応｣は特に

明確な定義はなく,学校生活におけるさまざまな心理的

ストレスに起因する心身症,さらには問題行動や身体症

状として発現していなくても,日常の学校生活において

慢性的な不快感や苦痛を感じている状態をも包括する9-0

このことは学校不適応感の強い者は,学校に対してだけ

ではなく,矯正装置のように自分自身に対して心理的ス

トレスになるものすべてに対して,慢性的な不快感や苦

痛を抱いていることが考えられる｡矯正不適応感を強く

感じている患者に対しては,説明や再動機づけを十分に

行い,患者が治療に対し積極的に臨めるように働きかけ

ることで,学校適応状態にプラスに作用するのではない

かと考えられる｡ また,矯正治療を開始することで,今

回対象とした患者には学校不適応感を増強させることは

なかったが,矯正治療が学校ス トレスを増強させる誘因

とならないように,前述と同様十分な説明を行い,治療

に協力してもらうことが必要であろう｡

4.矯正不適応感の項目別評価

矯正不適応感の項目の中で,｢装置を舌でさわってい

ることが時々ある｣,｢歯磨 きが大変で面倒くさい｣,｢装
置を入れてから口の中が傷つきやす くていや｣の順で高

い結果だった｡また,｢装置をつけてから他の人が自分

を見ているように思えて気になる｣,｢他の人から話し方
や発音が聞き取 りにくくなったと言われたことがある｣,

｢装置をつけてか ら別の人間になったような気がする｣

の3項目が低い結果であった｡この結果から,装置装着

による外観の変化より,装置そのものによる煩わしさを

感じていることが伺える｡野田ら10-は,小中学生を対象

として,顎内装置使用者に対する質問用萩を用いて ｢こ

だわり｣を調べた報告の中で,口腔衛生に関する反応が

高く,学齢が進むにつれてこだわりが大きくなる傾向が

あったと述べている｡また,装置の審美性に対する反応,

装置の機能面に及ぼす影響,装置に対する反応 (本研究

の ｢装置を舌でさわっていることが時々ある｣が含まれ

る)が低い結果であった｡今回 ｢装置を舌でさわってい

ることが時々ある｣という項目が高かった結果以外は,

ほとんど野田らの報告と一致していた｡｢装置を舌でさ

わっていることが時々ある｣とほとんどの人が答えてい
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たが,｢いつも装置が気になり物事に集中できない｣と
答えたものは少なかったことから,装着後2-3か月で

はまだ装置に慣れていないことが原因とも考えられ,そ

れほど問題とはならないと思われる｡装置そのものに対

するわず らわしさを感じているという結果から考える

と,装置装着前や装着直後に口腔衛生の必要性や方法,

装置によるトラブルに対する対処方法 ･注意事項など,

患者が理解できるように年齢にあわせた指導が必要と思

われる｡

V.結語

1.社会尺度のSEが低い群は高い群より矯正不適応感

を強く感じていた｡

2.矯正不適応感の強い群は,弱い群より学校不適応感

も強く感じていた｡

3.矯正装置装着による不満な点については,見た目よ

りも矯正装置による煩わしさ,歯磨きの面倒さを多 く

の人が感じていた｡

4.SEの低い群において,学校不適応感の変化をみる

と,対照群で強まったのに対し,患者群では減少した｡
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